
庶
民
の
物
見
遊
山 

 
 

 
―
人
・
モ
ノ
・
心
が
行
き
交
う
大
山
道
と
大
山
二
の
鳥
居
― 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館 

 

川 

島 
 

敏 

郎 

 

は
じ
め
に 

―
私
と
伊
勢
原
と
の
関
わ
り 

 
 

そ
も
そ
も
私
が
伊
勢
原
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
に
至
っ
た
の
は
、
三
〇
年
間

も
続
い
て
い
る
「
伊
勢
原
の
古
文
書
を
読
む
会
」
（
月
一
回
）
が
き
っ
か
け
で

あ
る
。
そ
の
後
、
大
山
公
民
館
で
の
大
山
に
関
係
し
た
夏
季
講
座
（
八
月
四
回
、

二
五
年
連
続
）
の
講
師
や
市
文
化
財
保
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
る
な
ど
し
て
、

極
自
然
に
信
仰
の
山
・
大
山
の
研
究
に
踏
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
七

～
〇
九
年
に
は
、
伊
勢
原
市
か
ら
「
再
発
見
大
山
道
調
査
」
団
長
も
委
嘱
さ
れ
、

市
内
の
歴
史
解
説
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
市
内
を
通
る
大

山
道
等
道
標
の
悉
皆
調
査
を
行
い
、
昨
年
一
二
月
に
は
、
そ
の
成
果
を
基
に
し

て
「
伊
勢
原
の
大
山
道
と
道
標
」
展
と
講
演
会
を
開
催
し
て
好
評
を
博
し
た
。 

一 
 

大
山
道
に
関
連
し
て 

①
古
川
柳
に
み
る
大
山
道 

 
 

相
模
国
の
霊
峰
で
あ
る
大
山
に
対
す
る
信
仰
は
、
庶
民
の
物
見
遊
山
の
隆
盛

に
と
も
な
っ
て
、
江
戸
中
・
後
期
（
宝
暦
・
明
和
・
安
永
期
頃
）
以
降
と
み
に

高
揚
し
た
。
特
に
大
山
の
例
祭
の
時
期
（
旧
暦
六
月
二
七
日
～
七
月
一
七
日
） 

と
も
な
る
と
、
江
戸
の
中
・
下
級
の
庶
民
ら
は
様
々
な
講
を
結
成
し
て
、
大
川

（
隅
田
川
）
に
架
か
る
両
国
橋
の
袂
（
東
詰
）
で
七
日
間
の
千
垢
離
を
取
っ
て

精
進
潔
斎
し
た
後
、
一
路
大
山
を
目
指
し
た
（
大
山
に
向
か
う
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
東
海
道
・
中
原
街
道
・
矢
倉
沢
往
還
〈
大
山
道
・
青
山
道
〉
・
甲
州
道

中
を
経
由
す
る
大
筋
四
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
配
布
資
料
№
２
を
参
照
）
。
彼

ら
は
白
木
綿
の
浄
衣
（
行
衣
・
御
衣
と
も
い
う
）
と
笠
の
出
立
ち
で
、
あ
る
者

は
木
太
刀
・
梵
天
・
お
神
酒
枠
な
ど
を
担
い
で
、
夜
明
け
前
に
出
立
し
た
。
こ

れ
を
「
山
立
ち(

逆
は
「
山
帰
り
」)

」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
大
山
信
仰
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
「
大
山
道
」
に
関
係
し
た
川
柳
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。 

１ 
 

万
年
屋
近
所
抜
き
身
の
客
を
待
ち 

 
 
 
 
 
 

注 
 

万
年
屋
―
江
戸
後
末
期
に
川
崎
宿
で
最
も
栄
え
た
旅
宿
の
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抜
き
身
の
客
―
大
山
参
詣
目
当
て
の
お
客
の
こ
と
。 

２ 
 

茶
の
礼
に
さ
ん
げ
さ
ん
げ
を
三
度
云
ひ 

 
 
 
 
 
 

注 
 

茶
―
大
山
道
中
で
振
る
舞
わ
れ
る
も
て
な
し
の
お
茶
の
こ
と
。 

３ 
 

留
女
大
山
時
分
景
気
あ
げ 

 
 
 
 
 
 

注 
 

留
女
―
旅
人
を
宿
屋
に
呼
び
込
む
客
引
き
女
の
こ
と
。 

４ 
 

雨
の
降
る
山
へ
道
者
の
蓑
毛
越
え 

 
 
 
 
 

注 

雨
の
降
る
山
―
大
山
の
こ
と
で
、
山
号
は
雨
降
山
（う
ご
う
さ
ん

）
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
者
―
富
士
山
登
拝
後
に
蓑
毛
越
え
に
よ
る
大
山
登
山
。 

５ 
 

初
山
へ
牛
の
角
文
字
納
め
太
刀 

 
 
 
 
 
 

注 
 

初
山
―
大
山
例
祭
の
六
月
二
七
～
月
末
、
又
は
初
の
大
山
登
山
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牛
の
角
文
字
－
平
仮
名
の
「
い
」
の
こ
と
で
、
大
山
に
奉
納
す
る 

 
 

 
 

 

木
太
刀
（
納
め
太
刀
）
を
こ
の
よ
う
に
立
て
て
歩
行
す
る
様
子
。

６ 
 

山
帰
り
あ
た
り
近
所
は
笛
だ
ら
け 

 
 
 
 
 
 

注 
 

笛
―
大
山
詣
の
土
産
の
一
つ
に
江
戸
大
森
の
麦
藁
細
工
が
あ
っ
た
。 

 
(

掲
載
川
柳
は
、｢

川
柳
万
句
合｣

｢

柳
多
留｣

｢

柳
多
留
拾｣

 

等
に
よ
る
。)

 

②
伊
勢
原
市
内
の
大
山
道
道
標
一
覧 

 
 

既
述
の
よ
う
に
、
伊
勢
原
市
文
化
財
課
の
委
嘱
を
受
け
、
二
〇
〇
七
～
〇
九

年
に
亘
り
、
市
内
の
道
標
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。
市
内
の
各
所
に
は
大
山
道
・

金
井
（
金
目
）
道
・
日
向
道
・
飯
山
道
・
荻
野
道
・
八
王
子
道
・
江
の
島
道
・



十
日
市
場
（
曽
屋
）
道
等
々
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
散
在
し
、
そ
の
総
数
は
〇
九

年
現
在
で
一
〇
六
基
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
、
市
内
最
古
の
道

標
は
市
内
串
橋
木
ノ
元
に
あ
る
庚
申
塔
に
標
記
さ
れ
た
「
金
井
（
金
目
）
道
」

で
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

最
新
の
も
の
は
、
市
内
高
森
の
個
人
宅
脇
に
あ
る
「
柏
尾
道
」
「
門
沢
道
」
で
、

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

れ
ら
の
道
標
の
内
か
ら
、
「
大
山
」
「
大
山
道
」
と
標
記
さ
れ
た
も
の
、
及
び

大
山
山
内
の
道
標
を
抽
出
す
る
と
、
【
表Ⅰ

】
「
伊
勢
原
市
内
大
山
道
道
標
一

覧
（
編
年
順
）
」
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 

こ
の
一
覧
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
大
山
」
「
大
山
道
」
と
標
記
さ
れ

た
道
標
は
、
江
戸
時
代
二
三
基
、
明
治
時
代
四
基
、
大
正
時
代
二
基
、
不
明
一

〇
基
を
数
え
る
。
一
方
の
山
内
の
道
標
は
、
江
戸
時
代
三
基
、
明
治
時
代
五
基
、

大
正
時
代
一
基
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
一
番
古
い
大
山
道
道
標
は
、
享
保
一

三
（
一
七
二
三
）
年
の
建
立
で
市
内
田
中
の
耕
雲
寺
境
内
に
あ
る
。
こ
こ
は
県

立
伊
勢
原
高
校
の
近
く
で
、
矢
倉
沢
往
還
と
東
海
道
経
由
柏
尾
通
大
山
道
の
合

流
地
点
と
至
近
距
離
に
あ
る
。
建
立
時
期
で
は
宝
暦
・
文
化
・
天
保
期
（
一
八

世
紀
中
頃
～
一
九
世
紀
中
頃
）
が
比
較
的
多
い
が
、
こ
の
傾
向
は
残
存
し
て
い

る
古
文
書
・
古
記
録
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
道
標
の
種

類
で
は
単
な
る
四
角
柱
（
円
柱
は
一
基
の
み
、N

O
3
5

）
を
し
た
道
標
が
圧
倒
的

多
数
（
三
二
基
、
全
体
の
約
六
七
％
）
を
占
め
、 

つ
づ
い
て
庚
申
供
養
塔
（
一

三
基
、
全
体
の
約
二
七
％
）
、
二
十
三
夜
塔
（
二
基
）
、
地
蔵
尊
（
一
基
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。 

 

発
表
当
日
に
提
供
し
た
「
伊
勢
原
市
内
大
山
道
道
標
分
布
図
（
資
料N

O

５
‐

２
を
参
照
）
」
で
は
、
矢
倉
沢
往
還
・
東
海
道
経
由
柏
尾
通
大
山
道
（
こ
の
前

二
者
はN

O

１
の
手
前
で
合
流
）
・
東
海
道
経
由
四
ッ
谷
通
大
山
道
・
金
井
（
金

目
）
道
の
四
つ
の
道
が
、N

0
3
5

の
地
点
の
上
粕
屋
・
石
倉
不
動
堂
で
合
流
し
、

さ
ら
に
そ
の
先
で
八
王
子
道
と
合
流
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
か
と
思
う
。
ま
た
西
方
に
目
を
移
す
と
、
十
日
市
場
（
曽
屋
）
道
・
蓑
毛

（
小
田
原
）
道
と
も
通
じ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。 

 
 

最
後
に
道
標
の
素
材
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
そ
の
殆
ど
は
地
元
産
出
の

日
向
石
で
あ
る
。
日
向
石
は
凝
灰
質
砂
岩
で
、
長
期
間
に
亘
っ
て
風
雨
に
晒
さ

れ
る
と
脆
く
、
表
面
が
剥
落
す
る
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
痛
感

し
た
こ
と
は
、
石
碑
が
建
立
か
ら
約
一
五
〇
～
二
〇
〇
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
た
め
、
碑
面
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
は
限
界
状
況
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
こ
の
よ
う
な
道
標
悉
皆
調
査
を
行
え
た

こ
と
は
ま
さ
に
僥
倖
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
伊
豆
石
を
用
い
て
建
立
さ
れ
た

宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
の
庚
申
塔
（
市
内
西
富
岡
八
幡
神
社
境
内
）
に
刻
ま

れ
た
大
山
道
道
標
（N

O

６
）
は
、
燦
然
と
光
り
輝
く
も
の
が
あ
っ
た
。 

二 

二
の
鳥
居
の
建
立
を
め
ぐ
っ
て 

①
七
五
三
引
村
と
は
？ 

 
 

あ
ま
り
聞
き
馴
れ
な
い
「
し
め
引
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
国
語
辞
典
・
漢
和
辞
典
等
を
駆
使
し
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
示
す
と
、

漢
字
表
記
で
は
、
「
標
引
・
注
連
引
・
〆
引
・
七
五
三
引
」
と
あ
り
、
神
の
居

る
地
域
、
ま
た
は
特
定
の
人
間
の
領
有
す
る
土
地
で
あ
る
た
め
、
縄
・
紙
等
を

張
っ
て
（
引
い
て
）
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
こ
と
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
際
、

藁
を
左
縒
り
に
し
て
、
藁
の
茎
を
三
筋
・
五
筋
・
七
筋
と
順
次
に
縒
り
放
し
て

垂
ら
し
、
そ
の
間
々
に
紙
四
手
（
し
で
・
細
く
切
っ
た
紙
）
を
挟
ん
で
下
げ
る

と
あ
る
。
現
地
に
関
す
る
記
録
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編

相
模
國
風
土
記
稿
』
の
大
住
郡
の
項
に
は
、
「
小
名
、
七
五
三
引
（
之
女
比
喜
・

し
め
ひ
き
）
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
明
治
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
皇
國
地
誌
残
稿
』



に
は
、
「
石
尊
華
表(

鳥
居
の
別
称)

、

現
今
ア
リ
、

石
造
ニ
シ
テ
高
一
丈
五
尺
、
（
中
略
）

字
南
〆
引
、
東
〆
引
ノ
間
ナ
ル
大
山
道(

四
ッ
谷
通

・
田
村
通
大
山
道)

、
中
央
ニ
ア
リ
、
往

古
ヨ
リ
大
山
ヘ
ノ
注
連(

し
め)

ト
称
シ
、
六
月
二
十
七
ヨ
リ
七
月
十
七
日
マ
デ
、

石
尊
宮
大
祭
中
、
此
ヨ
リ
内
ヘ
魚
類
ヲ
厳
禁
セ
シ
ト
云
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
二
の
鳥
居
が
建
立
さ
れ
た
伊
勢
原
上
粕
谷
の
七
五
三

村
か
ら
は
大
山
の
神
域
と
見
な
さ
れ
、
大
山
例
祭
の
際
は
こ
こ
か
ら
山
内
に
向

け
て
〆
繩
を
張
り
、
村
人
は
勿
論
の
こ
と
、
参
詣
人
ま
で
も
が
精
進
潔
斎
す
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

②
嘉
永
四
年
正
月
の
役
用
留
か
ら 

 
 

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
二
月
四
日
、
先
ず
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
願
書
（
趣

意
書
）
が
、
相
模
国
大
住
郡
上
粕
谷
村
の
世
話
人
で
あ
る
名
主
長
左
衛
門
ら
四

名
か
ら
地
頭
（
旗
本
）
間
部
詮
昌
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
七
五
三

引
に
あ
る
木
造
の
鳥
居
が
何
年
も
前
か
ら
朽
ち
果
て
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
最
寄
り
の
村
々
の
信
心
あ
る
者
た
ち
が
発
起
人
と
な
り
、
大
山
寺
や
近
隣

の
村
々
と
も
相
談
し
て
許
可
を
得
た
上
で
石
鳥
居
と
し
て
再
建
し
た
く
、
絵
図

面
（
《
図
１
》
、
作
成
者
は
大
坂
西
横
堀
の
石
屋
源
助
）
を
添
え
て
地
頭
間
部

氏
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鳥
居
の
建
立
に
関
し
て

は
、
村
方
で
勝
手
に
建
立
す
る
こ
と
は
御
法
度
で
あ
り
、
そ
の
管
轄
奉
行
・
知

行
主
へ
の
申
請
・
許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
。
大
山
の
一
の
鳥
居
は
東
海
道
四
ッ

谷
通
大
山
道
の
入
口
に
あ
る
が
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
九
月
付
の
道
中
奉

行
及
び
地
頭
宛
の
石
鳥
居
再
建
の
願
書
（
藤
沢
市
大
庭
の
中
原
家
文
書
）
が
残

存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
七
五
三
引
の
石
鳥
居
の
場
合
に
は
、
既
述
の
よ

う
に
地
頭
間
部
詮
昌
宛
の
願
書
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、
脇
往
還
の
管
轄
奉
行

で
あ
る
勘
定
奉
行
宛
の
願
書
は
今
現
在
確
認
で
き
て
は
い
な
い
。 

 

続
い
て
紹
介
す
る
同
年
十
月
廿
一
日
付
の
廻
章
（
廻
状
・
廻
文
と
も
い
う
）

に
よ
る
と
、
石
鳥
居
の
着
工
も
近
日
と
な
っ
た
の
で
、
手
伝
人
足
数
や
鳥
居
建

立
の
勧
化
金
（
寄
附
金
）
を
取
り
集
め
て
発
起
人
で
あ
る
山
口
佐(

左)

司
右
衛

門
（
伊
勢
原
を
代
表
す
る
自
由
民
権
家
と
し
て
著
名
な
山
口
左
七
郎
の
曽
祖
父

に
あ
た
り
、
現
当
主
山
口
匡
一
氏
の
六
代
前
の
人
物
）
方
ま
で
お
届
け
願
い
た

い
旨
の
連
絡
が
各
村
の
世
話
人
宛
に
回
覧
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

村
人
た
ち
が
石
鳥
居
の
建
立
に
熱
い
思
い
を
馳
せ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
事

由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
折
し
も
、
世
の
中
は
幕
末
の
混
乱
期
に
あ
り
、

国
内
で
は
天
保
の
改
革
が
失
敗
し
て
老
中
水
野
忠
邦
が
失
脚
し
て
先
行
き
が
不

透
明
と
な
り
、
浦
賀
に
は
米
・
英
の
軍
艦
が
相
次
い
で
来
航
す
る
な
ど
、
内
憂

外
患
が
ま
す
ま
す
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
代
状
況
の
中
で
、
村

人
た
ち
は
石
鳥
居
の
左
・
右
柱
に
「
國
土
安
穩
」
「
天
下
泰
平
」
と
い
う
二
つ

の
文
言
（
《
図
１
》
の
④
・
⑩
を
参
照
）
を
刻
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

混
迷
か
ら
の
脱
却
を
願
求
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

③
絵
図
面
・
鳥
居
の
左
右
銘
等
か
ら 

 

そ
れ
で
は
石
鳥
居
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
は
、
絵
図
面
（
《
図
１
》
を
参
照
）
、
石

鳥
居
の
左
・
右
柱
の
銘
（
《
図
２
》
・
《
図
３
》
の
①
～
⑫
を
参
照
）
、 

上
粕

谷
の
山
口
匡
一
家
所
蔵
文
書
（
配
布
資
料N

O
1
3

を
参
照
）
が
あ
る
。
先
ず
絵
図

面
か
ら
は
石
材
と
し
て
御
影
石
（
花
崗
岩
と
も
い
う
。
火
成
岩
の
一
種
で
石
英 

・
カ
リ
長
石
・
白
雲
母
又
は
黒
雲
母
を
含
む
。
色
は
白
色
又
は
淡
紅
色
を
し
て

い
る
が
、
七
五
三
引
の
鳥
居
は
後
者
の
傾
向
が
強
い
。
伝
聞
で
は
岡
山
産
万
成

石1
6

屯
）
が
用
い
ら
れ
、
石
鳥
居
の
左
・

右
の
柱
廻
り
は
一
尺
六
寸(

4
8
.
4
8
c
m
)

と
さ
れ
た
（
《
図
１
》
を
参
照
）
。
ま
た
、
鳥
居
の
下
に
埋
め
込
ま
れ
た
根
石

に
つ
い
て
は
、
地
元
で
調
達
し
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
鳥
居
の
台

座
（
沓
石
・
亀
腹
と
も
）
の
銘
（
《
図
２
》
の
左
柱
⑥
を
参
照
）
か
ら
は
、
鳥



居
取
次
商
人
で
あ
る
江
戸
日
本
橋
在
住
の
近
江
神
崎
郡
川
並
村
商
人
（
五
箇
荘

商
人
、
い
わ
ゆ
る
近
江
商
人
）
紅
屋
定
右
衛
門
（
紅
定
）
と
そ
の
手
代
２
名
の

斡
旋
で
、
大
坂
西
横
堀
金
屋
橋
東
浜
の
石
屋
源
助
・
安
兵
衛
・
芳
助
３
名
が
石

材
の
調
達
と
加
工
・
仕
上
げ
を
請
け
負
い
、
彼
ら
の
指
導
の
下
に
地
元
伊
勢
原

片
町
の
鳶
中
が
鳥
居
を
建
立
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
（
《
図
３
》
の
右
柱

⑫
を
参
照
）
。
な
お
、 
扁
額
（
額
束
）
の
銘
の
「
石
尊
大
權
現
」
（
《
図
１
》

の
上
部
を
参
照
）
は
地
頭
間
部
詮
昌
が
揮
毫
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
江
戸
神
田
の

助
右
衛
門
と
石
屋
久
次
郎
が
こ
れ
を
完
成
し
た
（
《
図
３
》
の
右
柱
⑫
を
参
照
。

な
お
、
こ
の
扁
額
は
か
な
り
破
損
し
た
状
態
で
、
山
口
匡
一
氏
邸
宅
内
の
雨
岳

文
庫
資
料
館
前
に
現
存
し
て
い
る
）
。
さ
ら
に
鳥
居
の
付
属
物
と
し
て
の
敷
石

は
、
地
元
日
向
村
の
石
工
と
し
て
著
名
な
勝
五
郎
が
担
当
し
た
（
同
上
）
。 

 

 

と
こ
ろ
で
、
用
材
と
し
て
の
岡
山
産
御
影
石
は
ど
の
よ
う
に
し
て
は
る
ば
る

伊
勢
原
上
粕
谷
村
の
七
五
三
引
ま
で
搬
送
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
経
過

を
雄
弁
に
物
語
る
ヒ
ン
ト
が
、
石
鳥
居
右
柱
（
《
図
３
》
の
右
柱
⑨
）
に
あ
る
。

そ
れ
に
は
西
浦
賀
の
「
西
岸
一
番
組
水
揚
商
人(

2
1

名
で
構
成)
」
と
称
さ
れ
る

気
仙
屋
長
七
ら
６
名
と
、 

平
塚
の
須
賀
船
主
田
中
庄
兵
衛
ら
６
名
の
共
同
作
業

が
介
在
し
た
こ
と
を
石
柱
の
銘
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に

山
口
匡
一
家
所
蔵
文
書
に
よ
る
と
、
大
坂
で
船
積
み
し
て
海
上
輸
送
さ
れ
た
石

材
は
一
旦
浦
賀
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
は
相
模
湾
を
経
由
し
て
相
模
川
に
入
り
、

田
村
（
現
平
塚
市
。
こ
こ
は
地
頭
間
部
氏
の
知
行
所
で
も
あ
る
と
と
も
に
、
東

海
道
四
ッ
谷
通
大
山
道
の
田
村
渡
し
場
で
も
あ
る
）
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
大
山
道

に
沿
っ
て
搬
送
さ
れ
た
こ
と
も
史
料
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
配
布
資

料
№
⒔
の
上
半
分
を
参
照
）
。 

 
 

そ
の
他
、
石
鳥
居
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
こ
の
寄
進
者
全

て
の
名
前
を
揮
毫
し
た
人
物
が
厚
木
町
出
身
の
斎
藤
利
鐘
（
《
図
２
》
の
左
柱

②
の
一
番
左
奥
を
参
照
）
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
斎
藤
鐘

助
と
も
号
し
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
九
月
に
厚
木
を
来
訪
し
て
厚
木
を
代

表
す
る
文
化
人
た
ち
と
交
友
し
た
、
あ
の
渡
辺
崋
山
の
手
記
で
あ
る
『
游
相
日

記
』
に
も
登
場
す
る
人
物
で
、
「
山
本
の
お
師
匠
さ
ん
」
と
も
言
わ
れ
、
手
習
い
・

能
書
家
と
し
て
も
近
隣
諸
地
域
に
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
近
隣
の

神
社
仏
閣
の
扁
額
や
碑
文
の
銘
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
七
五
三
引

の
石
鳥
居
が
建
立
さ
れ
た
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
に
は
、
五
〇
歳
を
数
え
た
。 

④
大
山
鳥
居
寄
附
を
め
ぐ
っ
て 

 

石
鳥
居
の
建
立
に
際
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
何
は
と
も
あ
れ
勧
化
（
寄

附
）
金
を
如
何
に
取
り
ま
と
め
る
か
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
取
ら
れ
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
史

料
と
し
て
「
大
山
御
鳥
居
寄
附
」
が
あ
る
（
金
沢
文
庫
古
文
書
、
配
布
資
料N

O

1
2

を
参
照
）
。
こ
の
文
書
は
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
六
月
に
、
発
起
人
で
あ

る
山
口
佐
次(

司)

右
衛
門
ら
５
名
が
古
く
か
ら
大
山
の
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
あ

る
こ
と
を
力
説
し
、
鳥
居
を
再
建
し
て｢

天
下
泰
平
」｢

五
穀
成
就
」｢

萬
民
快
楽
」

な
ど
を
祈
念
す
る
と
い
う
趣
旨
で
近
隣
の
人
々
に
寄
附
を
呼
び
か
け
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
賛
同
し
て
、
既
述
し
た
西
浦
賀
の
気
仙
屋
長
七
ら
５
名
の
商
人

は
一
人
一
両
ず
つ
、
合
計
五
両
を
寄
進
し
て
い
る
。
石
鳥
居
の
左
・
右
柱
に
刻

ま
れ
た
人
数
は
一
四
〇
余
人
に
達
す
る
が
、
人
名
が
刻
ま
れ
た
者
た
ち
は
最
低

で
も
一
両
以
上
六
両
以
内
の
寄
進
者
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
以
外
の
一
両
未
満
の

寄
進
者
も
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
、
山
口
匡
一
家
所
蔵
文
書
に
よ
っ
て
判
明

す
る
。
寄
進
者
全
員
を
カ
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
奉
加
帳
の
発
見
に
は
今
現
在
至
っ

て
い
な
い
が
、
二
〇
〇
両
（
現
在
の
金
額
に
し
て
約
一
六
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
万

円
）
前
後
の
集
金
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。
寄
進
者
の
地
域
は
、

地
元
の
伊
勢
原
市
内
は
勿
論
の
こ
と
、
近
隣
の
厚
木
・
平
塚
・
秦
野
市
域
、
さ



ら
に
は
横
須
賀
市
の
浦
賀
に
ま
で
拡
散
し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
各
村
の
村
役

人
ク
ラ
ス
と
思
わ
れ
、
そ
の
他
は
須
賀
船
主
・
船
頭
６
名
、
浦
賀
問
屋
商
人
６

名
、
伊
勢
原
市
内
外
の
商
人1

0

数
名
、 

大
山
御
師
萬
善
坊(

別
所
町)

、
そ
し
て

既
述
し
た
厚
木
町
の
斎
藤
利
鐘
で
あ
る
。 

⑤
秦
野
小
蓑
毛
の
石
鳥
居 

 
 

七
五
三
引
の
石
鳥
居
建
立
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
後
の
安
政
六
（
一
八
五
八
）

年
六
月
、
秦
野
小
蓑
毛
に
も
右
柱
に
「
天
下
泰
平
」
、
左
柱
に
「
國
土
安
穩
」 

の
銘
を
も
つ
石
鳥
居
が
建
立
さ
れ
た
（
配
布
資
料
№
⒕
参
照
）
。
建
立
の
契
機

は
七
五
三
引
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
に
は
若
干
の
相

異
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
簡
単
に
列
挙
す
る
と
、
石
材
と
し
て
は
伊
豆
石

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
蓑
毛
側
の
大
山
御
師
・
秦
野
の
村
役
人
そ
れ
ぞ
れ

八
名
が
世
話
人
と
な
り
秦
野
の
寺
院
七
か
寺
や
秦
野
・
平
塚
地
域
の
百
姓
を
中

心
に
吉
田
島
（
現
開
成
町
）
・
駿
州
（
現
静
岡
県
）
の
百
姓
若
干
名
、
全
体
で

七
五
名
が
連
名
し
て
い
る
こ
と
、
建
立
に
あ
た
っ
て
は
信
州
（
現
長
野
県
）
の

石
工
清
兵
衛
が
従
事
し
て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
『
秦
野
市
史
民
俗
調

査
報
告
書
３ 

漂
泊
と
定
住
・
御
師
の
村
』
、
秦
野
市 

昭
和
五
九
年
発
行
）
。

⑥
石
鳥
居
の
そ
の
後 

 
 

石
鳥
居
は
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
一
一
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
三
度

に
亘
る
嘉
永
六
・
七
年
、
安
政
二
（
一
八
五
八
）
年
の
大
地
震
に
も
良
く
耐
え

て
き
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
一

時
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
、
石
鳥
居
は
地
元
民
の
手
に
よ
り
復
元
さ
れ
た
が
、

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
、
ク
レ
ー
ン
車
が
鳥
居
に
接
触
す
る
と
い
う

不
慮
の
事
故
に
よ
り
ま
た
も
や
倒
壊
に
及
ん
だ
。
そ
の
後
、
無
残
に
も
道
路
脇

に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
と
判
断
し
、
県

土
木
事
務
所
に
よ
り
五
霊
（
七
五
三
引
・
〆
引
）
神
社
内
に
撤
去
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月
、
嘉
永
四
年
時
の
石
鳥
居
の

世
話
人
の
ご
子
孫
で
あ
る
山
口
匡
一
・
山
田
恒
雄
氏
ら
篤
志
家
の
手
に
よ
り
、

山
口
氏
か
ら
敷
地
一
部
の
提
供
を
受
け
、 

石
鳥
居
は
大
山
が
遠
望
で
き
る
現
在

地
に
復
原
さ
れ
た
。 

お
わ
り
に 

 
 

県
立
七
里
ガ
浜
高
校
を
最
後
に
定
年
退
職
し
、
再
任
用
と
し
て
県
立
公
文
書

館
に
勤
務
し
て
早
く
も
三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
回
の
発
表
は
、
伊

勢
原
市
文
化
財
課
に
よ
る
大
山
道
道
標
悉
皆
調
査
や
、
公
文
書
館
の
古
文
書
所

在
調
査
（
山
口
匡
一
家
所
蔵
文
書
）
の
成
果
の
一
端
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
神
奈
川
県
社
会
科
部
会

日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
各
位
に
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
併
せ
て
、

先
生
方
に
は
公
文
書
館
内
所
蔵
資
料
の
ご
活
用
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。 

             



                         

                         

 

 



                         

                         

 



                         

                         

 

 


